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和歌山県から得られた南方性テンジクダイ科魚類 2種の記録

吉田奈央 1・大西　遼 2

Two species of apogonid fishes, viz., one specimen of Apogon 
crassiceps Garman, 1903 [15.1 mm standard length (SL)] and 
six specimens of Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913) (18.3–
30.8 mm SL), were collected from Wakayama Prefecture, Japan. 
These specimens represent the first records of the species from 
the prefecture and the second records from Honshu, Japan.
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 Abstract

和歌山県南部の沿岸域は沖合を流れる黒潮の影響を受

けるため，多くの南方性魚類が加入および定着することが

知られている（荒賀・田名瀬，1966；桑村，1980；福田・

御前，1992a, b；池田・中坊，2015；福田・小寺，2019；大西，

2024）．特に本県南端に位置する串本町の魚類相は，同じ

く黒潮の影響を強く受ける高知県柏島，屋久島，および八

丈島に類似することが示されており（Senou et al., 2006），

近年においても同海域からは南方性魚類の出現が相次いで

確認されている（例えば，松尾・國島，2021；堺・國島，

2023；大西・吉田，2024）．

テンジクダイ科魚類は日本国内から 26属 107種が知ら

れており（本村，2025），そのうち和歌山県からは 14属

47種が記録されている（林・新井，1980；御前，1990a, 

b；山本・古見，2005；林，2013；池田・中坊，2015; Tose 

et al., 2017；松沼，2020；吉田ほか，2020；大西・吉田，

2024；大西，2024）．

2024年に和歌山県串本町において 1個体のアカフジテ

ンジクダイ Apogon crassiceps Garman, 1903，また 2011年

から 2024年にかけて本県すさみ町ならびに串本町から 6

個体のマトシボリ Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913)が

得られた．これらの標本は和歌山県における初記録，なら

びに本州沿岸における 2例目の記録となるため，ここに報

告する．

材料と方法
計数・計測方法は Fraser (2005)に従い，各種の学名は

馬渕ほか（2015）と本村（2025）に従った．標本の作製，

写真撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．標

準体長（standard length）は体長または SLと略記した．計

測は実体顕微鏡とデジタルノギスを用いて 0.01 mm単位

まで行い，小数第 2位を四捨五入した．計測値は体長に

対する百分率（%）で示した．なお，アカフジテンジクダ

イ（FAKU 211843）については標準体長が小さく，鰓耙数

の確認が困難であったため計数を省略した．生鮮時の色彩

は固定前に撮影されたカラー写真（Figs. 1, 2A–D）に基づ

いて記載した．本報告で用いた標本は京都大学総合博物館

（FAKU）と和歌山県立自然博物館（WMNH）に登録・収

蔵されている．

Apogon crassiceps Garman, 1903

アカフジテンジクダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　FAKU 211843, 15.1 mm SL，和歌山県東牟婁郡串

本町潮岬浪ノ浦，水深 0.2 m，手網，2024年 12月 14日，

吉田奈央．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は側扁し，やや細長い．尾柄は長く，後方に

向かうにつれてわずかに細くなる．体高は背鰭起部付近で

最大となる．口裂は大きく端位で，吻はやや尖る．上顎先

端は下顎先端よりわずかに前方に突出する．上顎後端は眼

の後端の直下よりやや前方に位置する．鼻孔は 2対で皮弁

を持たない．前鼻孔と後鼻孔は同大で近接しない．側線は

鰓蓋上部から尾柄中央部の臀鰭基底後端より後方まで緩や
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かに上向きに膨らんだ弧状を描いたのち，尾柄中央部を頭

尾軸と平行にはしり尾鰭基底に達する．第 1背鰭起部は腹

鰭起部直上と胸鰭起部直上の間に位置し，背鰭の棘は第 1

棘が最も短く，第 2棘が最長で他の棘に比べ太い．第 2背

鰭起部は臀鰭起部直上のやや後方に位置する．胸鰭は後方

に長く伸び，後端は背鰭第 3軟条基部の直下を越える．腹

鰭起部は主鰓蓋骨後端の直下に位置する．臀鰭起部は肛門

の直後に位置し，臀鰭基底後端は第 2背鰭基底後端の直下

に位置する．尾鰭は二叉型で浅く湾入し，後端は上葉下葉

ともわずかに丸みを帯びる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部は全体的に赤みを

帯びる．主上顎骨上には黒色素胞が分布するが後端付近に

は分布しない．眼の下端後方から主上顎骨後方にかけて黒

色素胞が分布する．眼の後端直上の頭頂部は黒ずむ．眼の

後方には三角形状の黒色斑がある．生時は頭部を除いた体

側は主に半透明（死後すみやかに白く濁る）で，赤色素胞

が散在する．鰓蓋後端から体側中央を通り尾柄部まで黒色

線があり，その黒色線上に沿って赤色素胞が並ぶ．尾柄の

下縁に沿って赤色素胞が密に分布する．尾柄部中央部の側

線上に黒色素胞が分布し，尾鰭基底付近では二等辺三角形

状に分布する．各鰭の鰭条の基部は赤色．各鰭膜は透明．

分布　本種は西太平洋に広く分布しており（Yoshida et 

al., 2010；林，2013；吉田，2013, 2014a），日本国内では神

奈川県城ヶ島，高知県，宮崎県，鹿児島県本土，大隅諸島

（硫黄島・黒島・種子島・屋久島・口永良部島），奄美群島（喜

界島・奄美大島・徳之島・沖永良部島・与論島），および

沖縄諸島（沖縄島・瀬底島・渡嘉敷島・久米島）から記録

されている（Yoshida et al., 2010；林，2013；吉田，2013, 

2014a, 2018; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018; 

Motomura and Uehara, 2020；田中ほか，2020; Fujiwara and 

Motomura, 2020; Jeong and Motomura, 2021；吉郷，2021；

工藤ほか，2022；出羽ほか，2022; Motomura, 2023；阿

部ほか，2024；前田ほか，2024；橘ほか，2024；本村，

2025）．本研究により新たに和歌山県からも記録された．

Fig. 1. Fresh specimens (A) and live individual (B) of Apogon crassiceps (FAKU 211843, 15.1 mm SL) from Kushimoto, Wakayama 
Prefecture, Japan.
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備考　記載標本は側線が 1本であること，腹縁に発光

腺をもたないこと，尾鰭前鰭条の最長軟条が分節すること，

背鰭軟条数が 9であること，臀鰭軟条数が 8であること，

前鰓蓋骨腹縁の皮弁が骨化しないこと，前鰓蓋骨後縁下方

の皮弁が前鰓蓋骨後縁直下を越えないこと，前鰓蓋骨後縁

下方の皮弁が前鰓蓋骨後縁直下を越えないことがMabuchi 

et al. (2014)の示したコミナトテンジクダイ属の特徴に一

致した．また，前鰓蓋骨後縁が弱い鋸歯状であること，第

1背鰭第 2棘は後方に倒しても第 2背鰭基底の中央に達し

ないこと，体に顕著な模様がないこと，側線上方横列鱗数

が 1.5，胸鰭条数が 13，尾柄周鱗数が 12であること，尾

柄部から尾鰭にかけて黒色素胞が二等辺三角形状に分布す

ることがYoshida et al. (2010)，林（2013），および吉田（2014a）

の示したアカフジテンジクダイ Apogon crassicepsの特徴に

一致したことから，本種に同定された．

本種の分布は「分布」の項に示したとおりであり，今

回得られた標本は本種の和歌山県からの初記録であり，本

州沿岸からは 2例目の記録となる．

Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913)

マトシボリ
（Fig. 2; Table 2）

標本　6標本：FAKU 21183, 23.7 mm SL, FAKU 211841, 

18.6 mm SL, FAKU 211842, 30.8 mm SL，和歌山県東牟婁郡

串本町潮岬浪ノ浦，水深 0.2 m，2024年 12月 14日，手網，

田邊恵一・北尾圭梧・吉田奈央；WMNH-PIS8102, 28.2 

mm SL，和歌山県西牟婁郡すさみ町江須崎，水深 0.3–0.4 m，

2011年 11月 26日，手網，平嶋健太郎；WMNH-PIS9408, 

24.4 mm SL，和歌山県西牟婁郡すさみ町江須崎，水深0.3–0.4 

m，2014 年 12 月 10 日，手網，平嶋健太郎；WMNH-

PIS14226, 18.3 mm SL，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬浪ノ

浦，水深 0.1 m，2024年 12月 18日，手網，大西　遼．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 2

に示した．体は側扁し，やや長い楕円形．尾柄は太い．口

は端位で主上顎骨後端は眼の後端を越えない．鼻孔は 2対

で前鼻孔と後鼻孔は近接せず，前鼻孔には前方に突出する

管状の皮弁がある．後鼻孔は孔状で皮弁を欠く．側線は鰓

蓋上部から尾柄部前方の中央にかけて緩やかに上向きに弧

状を描いたのち，体軸に平行にはしり，尾鰭基底に達する．

第 1背鰭起部は鰓蓋後端直上のわずか前方に位置し，第 1

背鰭の棘は第 1棘が最も短く，第 4棘が最長で，第 7棘に

かけて短くなる．第 2背鰭起部は肛門直上のわずか前方に

位置し，第 2背鰭の外縁は丸みを帯びる．胸鰭起部は第 1

背鰭第 2棘基部直下に位置し，胸鰭後縁は丸みを帯びる．

胸鰭後端は FAKU 211842では第 2背鰭第 4軟条基部直下，

FAKU 211833とWMNH-PIS8102では第 5軟条基部直下，

FAKU 211841とWMNH-PIS9408では第 6軟条基部直下，

WMNH-PIS14226では第 7軟条基部直下にまで達する．腹

鰭起部は第 1背鰭起部直下より前方に位置する．臀鰭起部

は肛門の直後に位置し，臀鰭基底後端は第 2背鰭基底後端

の直下よりわずかに後方に位置する．臀鰭の外縁は丸みを

帯びる．尾鰭は FAKU 211842，WMNH-PIS8102，WMNH-

PIS9408，およびWMNH-PIS14226では切損していたが，そ

の他の個体では丸みを帯びる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2A–D）―体全体は黒みを帯

びた茶色で，所々やや黄色みを帯びた薄橙色を呈する．眼

から放射状に伸びる 4本の黒褐色斜線があり，眼から斜め

下方に伸びる 1本は太く明瞭．第 1背鰭は黒みを帯びた茶

色で，第 1背鰭第 3棘の鰭膜から第 7棘の鰭膜にかけて黄

色く縁取られた眼径大の 1黒色斑があり，その中心は紺色

みを呈する．第 2背鰭，臀鰭，および尾鰭は黒みを帯びた

茶色で，後端は白みを帯びた透明である．胸鰭は透明で軟

条部には黒みを帯びた茶色素胞が分布する．腹鰭は黒みを

帯びた茶色で小黄色斑が密在する．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布しており（吉

Reg. No. FAKU 211843
 Standard length (SL, mm) 15.1 
 Counts
 Dorsal-fin rays Ⅵ-I, 9
 Anal-fin rays Ⅱ, 8
 Pectoral-fin rays 13
 Pelvic-fin rays Ⅰ, 5
 Principal caudal-fin rays 15
 Pored lateral-line scales broken
 Transverse scale rows 1.5
 Median predorsal scales broken
 Circumpeduncular scales 12
 Developed gill rakers —
 Total gill rakers —

 Measurement (% of SL)
 Body depth 31.8 
 Head length 41.0 
 Eye diameter 9.0 
 Snout length 13.5 
 Interobital width 6.0 
 Upper-jaw length 22.5 
 Caudal-peduncle depth 12.5 
 Caudal-peduncle length 27.4 
 1st dorsal-fin spine length 4.4 
 2nd dorsal-fin spine length 18.8 
 3rd dorsal-fin spine length 15.9 
 4th dorsal-fin spine length 11.4 
 5th dorsal-fin spine length 9.2 
 6th dorsal-fin spine length 5.7 
 1st spine length of 2nd dorsal fin 10.6 
 1st anal-fin spine length 4.4 
 2nd anal-fin spine length 11.9 
 Pectoral-fin length 26.2 
 Longest pelvic-fin soft ray length 20.5 

Table 1. Counts and measurements of Apogon crassiceps.
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田，2014b），日本国内では伊豆諸島（八丈島），静岡県，

宮崎県，大隅諸島（黒島），奄美群島（奄美大島，徳之島，

沖永良部島，与論島），沖縄諸島（沖縄島），慶良間諸島（渡

嘉敷島），および八重山諸島（与那国島）から記録されて

いる（Senou et al., 2002；渡井ほか，2009；林，2013；吉

田，2014b; Koeda et al., 2016; Nakae et al., 2018; Mochida and 

Motomura, 2018; Motomura and Uehara, 2020；吉郷，2021；

出羽ほか，2022；本田ほか，2024；中村ほか，2024）．本

研究により新たに和歌山県からも記録された．

備考　記載標本は体に孔器列がないこと，腹縁に発光
腺をもたないこと，尾鰭前鰭条の最長軟条が分節すること，

前鰓蓋骨縁が平滑であること，側線が完全で尾柄まで達す

ること，第 1背鰭棘数が 7で 1黒色斑があること，臀鰭軟

条数が 8であることなどの特徴が林（2013）や吉田（2014b）

の示したマトシボリ Apogonichthys ocellatusの特徴に一致

したことから，本種に同定された．ただし，FAKU 211841

とWMNH-PIS8102は林（2013）や吉田（2014b）の計数

値と比較して，胸鰭条数が 17（通常 16）であることが一

致しなかった．しかし，既存値との差が 1条数のみである

ことや，その他の形質はマトシボリの特徴と一致していた

ことから，本研究ではこの差異を種内変異の範囲内として

判断した．

本種の分布は「分布」の項に示したとおりであり，今

回得られた標本は本種の和歌山県からの初記録であり，本

州沿岸からは 2例目の記録となる．なお，2025年 2月か

ら 3月にかけて本県串本町浪ノ浦の磯で夜間の干潮時に計

Fig. 2. Fresh specimens (A: FAKU 211833, 23.7 mm SL; B: FAKU 211841, 18.6 mm SL; C: FAKU 211842, 30.8 mm SL; D: 
WMNH-PIS8102, 28.2 mm SL) and preserved specimens (E: WMNH-PIS9408, 24.4 mm SL; F: WMNH-PIS14226, 18.3 mm SL) 
of Apogonicthys ocellatus from Wakayama Prefecture, Japan.
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4回の採集調査を行ったが，いずれの調査でも本種は採集

されなかった．このことから本県沿岸で本種は越冬してい

ない可能性が高く，今回得られた個体は南方域からの無効

分散であると考えられる．
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Reg. No. FAKU
211833

FAKU
211841

FAKU
211842

WMNH-PIS
8102

WMNH-PIS
9408

WMNH-PIS
14226

 Standard length (SL, mm) 23.7 18.6 30.8 28.2 24.4 18.3 
 Counts
 Dorsal-fin rays Ⅶ-Ⅰ, 9 Ⅶ-Ⅰ, 9 Ⅶ-Ⅰ, 9 Ⅶ-Ⅰ, 9 Ⅶ-Ⅰ, 9 Ⅶ-Ⅰ, 9
 Anal-fin rays Ⅱ, 8 Ⅱ, 8 Ⅱ, 8 Ⅱ, 8 Ⅱ, 8 Ⅱ, 8
 Pectoral-fin rays 16 17 16 16 16 16
 Pelvic-fin rays Ⅰ, 5 Ⅰ, 5 Ⅰ, 5 Ⅰ, 5 Ⅰ, 5 Ⅰ, 5
 Principal caudal-fin rays 16 17 17 16 17 17
 Pored lateral-line scales 24 23 23 24 23 23
 Transverse scale rows 2 2 2 2 2 2
 Median predorsal scales 4 4 4 4 4 4
 Circumpeduncular scales 12 12 12 12 12 12
 Developed gill rakers 1 + 6 = 7 1 + 6 = 7 1 + 6 = 7 1 ＋ 5 = 6 1 ＋ 6 = 7 1 ＋ 6 = 7
 Total gill rakers 2 + 13 = 15 2 + 13 = 15 2 + 12 = 14 2 ＋ 12 = 14 2 ＋ 13 = 15 2 ＋ 13 = 15

 Measurement (% of SL)
 Body depth 33.1 34.4 35.8 35.1 34.0 31.1 
 Head length 39.4 38.4 41.3 42.2 41.0 45.4 
 Eye diameter 12.2 13.4 12.2 13.1 11.9 12.0 
 Snout length 7.8 7.8 7.7 6.7 6.6 7.1 
 Interobital width 7.9 7.1 7.6 6.0 6.6 9.3 
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 4th dorsal-fin spine length 16.8 18.2 18.3 18.4 15.6 16.4 
 5th dorsal-fin spine length 16.0 14.0 16.7 17.0 broken 13.1 
 6th dorsal-fin spine length 11.3 11.8 10.3 11.0 broken 13.7 
 7th dorsal-fin spine length 6.1 6.6 5.1 6.7 5.3 6.0 
 1st spine length of 2nd dorsal fin 10.4 9.7 10.8 10.6 9.0 10.4 
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 2nd anal-fin spine length 12.8 11.8 12.8 9.9 broken 14.2 
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 Longest pelvic-fin soft ray length 24.5 24.7 24.2 21.6 21.3 21.9 

Table 2. Counts and measurements of Apogonicthys ocellatus.
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